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Press Release 
 
～ふくいの「働く」を支えます～ 

 

 

報道関係者 各位 

 

 

 

11 月は「過労死等防止啓発月間」です 

（同時実施「過重労働解消キャンペーン」） 
 

福井労働局（局長 田原 孝明）では、11 月の過労死等防止啓発月間に、福井県内の過

労死等※をなくすために過重労働解消キャンペーン等を実施します。 

月間中は、過重労働相談受付集中期間・過重労働解消相談ダイヤルの実施及び長時間労

働の是正や賃金不払残業などの解消に向けた集中的な監督指導を行うほか、国民への周

知・啓発を目的に、過労死等防止対策推進シンポジウムの開催、労働局長等による労使団

体への要請及び労働局長等によるベストプラクティス企業との意見交換等を行います。 

 
※ 過労死等とは、業務における過重な負荷による脳血管疾患もしくは心臓疾患を原因とする死亡、もしくは業務における強い

心理的負荷による精神障害を原因とする自殺による死亡またはこれらの脳血管疾患、心臓疾患、精神障害をいいます。 

１ 過労死等防止対策推進シンポジウムの開催 

有識者・より良い働き方に取り組む企業・過労死で亡くなられた方のご遺族にご登壇い

ただき、過労死等の現状や課題、防止対策について考えます。（参加無料） 

（日 時）令和５年 11月 13日（月）13:30～16:00 

（会 場）福井商工会議所 B1Fコンベンションホール（福井市西木田２-８-１） 

（内 容） 

① 基調講演 

「メンタルヘルスと働き方改革ー法改正とエビデンスを踏まえた新たな働き方の探究ー」 

山本 勲 氏（慶應義塾大学商学部 教授） 

② 企業からの取り組み事例発表 

「スタッフファーストへの挑戦」社会福祉法人あいの土山福祉会エーデル土山 

③ 過労死遺族の声 

（お申込）ＷＥＢ又はＦＡＸ 

（過重労働防止対策推進シンポジウム特設サイト） 

http://p-unique.co.jp/karoushiboushisympo/ 

２ 労働局長による労使団体への要請 

キャンペーンの実施に向けて、福井労働局長等が、県内の使用者団体及び労働組合（５

団体）に対し、長時間労働削減に向けた取組に関する周知・啓発等及び自社の働き方改革

等により下請等中小事業者に「しわ寄せ」を生じさせないよう、順次、要請を実施します。 

（当日の模様は、福井労働局「フォトレポート」へ掲載します。） 

https://jsite.mhlw.go.jp/fukui-roudoukyoku/ 

（次頁へ） 

令和５年 10 月 31 日 

【照会先】 
福井労働局労働基準部監督課 

監督課長            松田 恵太郎 

過重労働特別監督監理官 澤井 乙夫 

(直通電話) 0776-22-2652 
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３ 労働局長によるベストプラクティス企業との意見交換 

時間外労働の削減に向けて、積極的な業務改善に取り組む福井県内の企業との意見交換

を実施し、取組事例を収集・紹介します。 

（訪問日時）令和５年 11月９日（木） 

（対象企業）山本運輸株式会社 鳥羽物流センター 

※ 詳細は、別途プレスリリースを行います。 

４ 過重労働相談受付集中期間・過重労働解消相談ダイヤルの実施 

（過重労働相談受付集中期間） 

11月１日（水）から 11月７日（火）（※土日を除く）を過重労働相談受付集中期間とし、

福井労働局・ 各労働基準監督署の相談窓口等において、労働相談と労働基準関係法令違反

が疑われる事業場の情報を積極的に受け付けます。 

 福井労働局・各労働基準監督署の相談窓口（開庁時間 平日８：30～17：15） 

各労働基準監督署の所在地等は福井労働局ホームページをご覧ください。 

https://jsite.mhlw.go.jp/fukui-roudoukyoku/ 

 労働条件相談ほっとライン【委託事業】 

０１２０ ― ８１１ ― ６１０（はい！ろうどう） 

（受付時間：月～金 17：00～22：00、土日祝９：00～21：00） 

 

（過重労働解消相談ダイヤル） 

11月３日（金・祝）において、全国一斉の電話相談「過重労働解消相談ダイヤル」を実

施します。全国どこからでも（携帯電話でも）無料で利用でき、匿名の相談も可能です。 

０１２０ ― ７９４ ― ７１３（なくしましょう、ながいざんぎょう） 

（受付日時）11月３日（金・祝）9:00～17:00 

 

 

（添付資料） 

別添１ 過重労働解消キャンペーンパンフレット「この機会に一度ご自身の労働時間を見つめな

おしてみましょう。」 

別添２ 過労死等防止対策推進シンポジウム（11月 13日 福井会場）チラシ 

別添３ 過労死等防止啓発リーフレット「しごとより、いのち」 

別添４ 過労死等防止啓発パンフレット「しごとより、いのち」 

https://www.check-roudou.mhlw.go.jp/lp/hotline/
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主催：厚生労働省　　後援：福井県、福井市、福井弁護士会
協力：過労死等防止対策推進全国センター、全国過労死を考える家族の会、過労死弁護団全国連絡会議、福井過労死弁護団、
 福井県経営者協会、福井県商工会議所連合会、福井県社会保険労務士会、連合福井、福井県労連

過労死等防止対策推進シンポジウム 検索
▼ 特設ホームページはこちら▼

二次元バーコードを
読み込んで下さい。

2023年
11月13日(月)
13：30～16：00（受付13：00～）

日時

福井商工会議所 B1F コンベンションホール
(福井県福井市西木田2-8-1）

会場

｢メンタルヘルスと働き方改革
  ー法改正とエビデンスを踏まえた新たな働き方の探究ー」

過労死をゼロにし、健康で充実して
働き続けることのできる社会へ

毎年11月は「過労死等防止啓発月間」です。

近年、働き過ぎやパワーハラスメント等の労働問題によって
多くの方の尊い命が失われ、また心身の健康が損なわれ深刻な社会問題となっています。
本シンポジウムでは有識者や過労死で亡くなられた方のご遺族等にもご登壇をいただき、
過労死等の現状や課題、防止対策について考えます。

福 井 会場

参加無料
《事前申込》

慶應義塾大学商学部  教授 山本　勲 氏

基調講演

｢スタッフファーストへの挑戦｣
社会福祉法人あいの土山福祉会エーデル土山

企業からの取り組み事例発表
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福井商工会議所
ビル

福井商工会議所 B1F
コンベンションホール
（福井県福井市西木田2-8-1）
・JR福井駅から5番 商工会議所行きバスに乗車、「福井商工会議所」停で下車
・福鉄 福井駅より上りに乗車、「商工会議所前」駅で下車

連 絡 先

企業・団体名

●次の該当する□に✔をお願いいたします。
□ 経営者　　□ 会社員　　□ 公務員　　□ 団体職員　　□ 教職員　　□ 医療関係者　　□ 弁護士
□ 社会保険労務士　  □ パート・アルバイト　　□ 学生　　□ 過労死等の当事者・家族　　
□ その他 ［　　　    　　　　　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　　　　　    　　］

ふりがな

ふりがな

ふりがな

ふりがな

お 名 前

「個人情報の取扱いについて」　・ご記入いただいた事項は、過労死等防止対策推進シンポジウムの申込受付業務を目的として使用します。  ・他の目的ではご本人の同意なく第三者に提供を
いたしません。  ・委託運営株式会社プロセスユニークの「個人情報保護方針（https://www.p-unique.co.jp/hp/privacy.html）」に従い適切な保護措置を講じ、厳重に管理いたします。

https://www.p-unique.co.jp/karoushiboushisympo

▼ 特設ホームページはこちら

5名以上のお申込みは、
別紙(様式自由)にて
FAXしてください。

●以下の参加申込書に必要事項を記載の上、FAXをお願いいたします。 FAX番号 052-915-1523

過労死等防止対策推進シンポジウム 検索

●下記の「個人情報の取扱いについて」に同意の上、ご記入ください。

●FAX：●TEL：
●E-mail：

▶会場の都合上、事前申し込みをお願いします。
▶申し込みはWebまたは FAXでお願いします。
▶受付番号を発行いたします。当日会場受付にて受付番号をお知らせください。
▶定員になり次第締め切りとさせていただきますのでご了承ください。
▶定員超過の場合は、電話またはメールでご連絡いたします。
▶連絡先の TEL か E-mail のどちらかは必ずご記入ください。
▶参加（証明）書の発行はいたしておりません。予めご了承ください。

◎Webからの申し込み

会場のご案内

参加申込について

二次元バーコードを読み込んで下さい。

過労死等防止対策推進シンポジウム ［参加申込書］

福 井 会 場福 井 会 場

（お問い合わせ先） 厚生労働省シンポジウム事業受託事業者 株式会社プロセスユニーク　電   話：　　0570-087-555    E-mail：karoushiboushisympo@p-unique.co.jp

山本  勲 氏
慶應義塾大学商学部 教授

ブラウン大学経済学部大学院博士課程修了（経済学博士）
1995～2007年 日本銀行
2007年 慶應義塾大学商学部准教授を経て現職
専門は労働経済学

[主な著作]
『労働時間の経済分析：超高齢社会の働き方を展望する』
（共著 日本経済新聞出版社
 2014年 第57回日経・経済図書文化賞受賞）

[ 基調講演 ]
「メンタルヘルスと働き方改革
  ー法改正とエビデンスを踏まえた新たな働き方の探究ー」
  山本 勲 氏 （慶應義塾大学商学部 教授）

[ 企業からの取り組み事例発表 ]
「スタッフファーストへの挑戦」
  社会福祉法人あいの土山福祉会エーデル土山

[ 過労死遺族の声 ]
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業 務 に お け る 過 重 な 負 荷 に よ る 脳 ・ 心 臓 疾 患 や

業 務 に お け る 強 い 心 理 的 負 荷 に よ る 精 神 障 害 を

原 因 と す る 死 亡 や こ れ ら の 疾 患 の こ と で す 。

﹇ 過 労 死 等 の 定 義 ﹈

◎ 業 務 に お け る 過 重 な 負 荷 に よ る 脳 血 管 疾 患 ・ 心 臓 疾 患

　 を 原 因 と す る 死 亡

◎ 業 務 に お け る 強 い 心 理 的 負 荷 に よ る 精 神 障 害 を 原 因

　 と す る 自 殺 に よ る 死 亡

◎ 死 亡 に は 至 ら な い が 、 こ れ ら の 脳 血 管 疾 患 ・ 心 臓 疾 患 、

　 精 神 障 害

　 長 期 間 に わ た る 特 に 過 重 な 労 働 は 、 著 し い 疲 労 の 蓄 積

を も た ら す 最 も 重 要 な 要 因 と 考 え ら れ 、 さ ら に は 脳 ・ 心 臓

疾 患 の 発 症 に 影 響 を 及 ぼ す と 言 わ れ て い ま す 。 脳 ・ 心 臓

疾 患 に 係 る 労 災 認 定 基 準 に お い て は 、 週 4
0 時 間 を 超 え る

時 間 外 ・ 休 日 労 働 が お お む ね 月 4
5 時 間 を 超 え て 長 く な る

ほ ど 、 業 務 と 発 症 と の 関 連 性 が 徐 々 に 強 ま り 、 発 症 前 1 か

月 間 に お お む ね 1 0 0 時 間 又 は 発 症 前 ２ か 月 間 な い し

6 か 月 間 に わ た っ て 1 か 月 当 た り お お む ね 8
0 時 間 を 超 え

る 時 間 外 ・ 休 日 労 働 が 認 め ら れ る 場 合 は 、 業 務 と 発 症 と の

関 連 性 が 強 い と 評 価 で き る と さ れ て い ま す 。

　 ま た 、 業 務 に お け る 強 い 心 理 的 負 荷 に よ る 精 神 障 害 で 、

正 常 な 認 識 、 行 為 選 択 能 力 や 自 殺 行 為 を 思 い と ど ま る 精

神 的 抑 制 力 が 著 し く 阻 害 さ れ 、 自 殺 に 至 る 場 合 が あ る と

さ れ て い ま す 。

﹇ 長 時 間 労 働 と 過 労 死 等 ﹈

《
 注
意
 》

①
上
の
図
は
、労
災
補
償
に
係
る
脳
・
心
臓
疾
患
の
労
災
認
定
基
準
の
考
え
方
の
基
礎
と
な
っ
た
医
学
的
検
討

　
結
果
を
踏
ま
え
た
も
の
で
す
。

②
業
務
の
過
重
性
は
、労
働
時
間
の
み
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、就
労
態
様
の
諸
要
因
も
含
め

　
て
総
合
的
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。

③「
時
間
外
・
休
日
労
働
時
間
」と
は
、休
憩
時
間
を
除
き
1週
間
当
た
り
4
0
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
た
場
合
に

　
お
け
る
そ
の
超
え
た
時
間
の
こ
と
で
す
。

④
2
～
6
か
月
平
均
で
お
お
む
ね
月
8
0
時
間
を
超
え
る
時
間
外
・
休
日
労
働
時
間
と
は
、過
去
2
か
月
間
、

　
3
か
月
間
、4
か
月
間
、5
か
月
間
、6
か
月
間
の
い
ず
れ
か
の
月
平
均
の
時
間
外
・
休
日
労
働
時
間
が
、

　
お
お
む
ね
8
0
時
間
を
超
え
る
と
い
う
意
味
で
す
。

﹇ 過 労 死 等 防 止 は 喫 緊 の 課 題 ﹈

　 過 労 死 等 の 原 因 の 一 つ で あ る 長 時 間 労 働 を 削 減 し 、 仕

事 と 生 活 の 調 和 （ ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス ） を 図 る と と も

に 、 労 働 者 の 健 康 管 理 に 係 る 措 置 を 徹 底 し 、 良 好 な 職 場 環

境 （ 職 場 風 土 を 含 む ） を 形 成 の 上 、 労 働 者 の 心 理 的 負 荷 を

軽 減 し て い く こ と は 急 務 と な っ て い ま す 。

﹇ 過 労 死 等 防 止 に 関 連 す る 国 の 目 標 ﹈

過
労
死
を
ゼ
ロ
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
、以
下
の
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

◎
週
労
働
時
間
4
0
時
間
以
上
の
雇
用
者
の
う
ち
、週
労
働
時
間
6
0
時
間
以
上
の
雇
用
者
の
割
合
を
5％
以
下（
2
0
2
5
年
ま
で
）

◎
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
に
つ
い
て
、労
働
者
数
3
0
人
以
上
の
企
業
の
う
ち
、

　（
1
）制
度
を
知
ら
な
か
っ
た
企
業
割
合
を
5
％
未
満（
2
0
2
5
年
ま
で
）

　（
2
）制
度
を
導
入
し
て
い
る
企
業
割
合
を
15
％
以
上（
2
0
2
5
年
ま
で
）

　
特
に
、勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
の
導
入
率
が
低
い
中
小
企
業
へ
の
導
入
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
。

◎
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
率
を
7
0
％
以
上（
2
0
2
5
年
ま
で
）

◎
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
取
り
組
む
事
業
場
の
割
合
を
8
0
％
以
上（
2
0
2
7
年
ま
で
）

◎
使
用
す
る
労
働
者
数
5
0人
未
満
の
小
規
模
事
業
場
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
実
施
の
割
合
を
5
0
％
以
上（
2
0
2
7年
ま
で
）

◎
自
分
の
仕
事
や
職
業
生
活
に
関
す
る
こ
と
で
強
い
不
安
、悩
み
又
は
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
と
す
る
労
働
者
の
割
合
を

　
5
0
％
未
満（
2
0
2
7
年
ま
で
）

過
労
死
等
防
止
の
た
め
の
対
策
に
関
す
る
大
綱
の
数
値
目
標
 （R
3.
7月
変
更
）

国
の
目
標

7
9

6
7

8
6
8
6

2
3
8

2
3
8

6
2
9

6
2
9

7
1
0

7
1
0

5
8
.3
％

5
8
.3
％

8
8
8
8
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長 時 間 労 働 の 削 減 に 向 け て 、

事 業 主 が 取 り 組 む べ き こ と は ？

労 働 者 の 労 働 時 間 を 正 確 に 把 握 し ま し ょ う 。

時 間 外 ・ 休 日 労 働 協 定 （ 36 協 定 ） の 内 容 を 労 働 者 に 周 知 し 、

週 労 働 時 間 が 60 時 間 以 上 の 労 働 者 を な く す よ う 努 め ま し ょ う 。

﹇ 適 正 な 労 働 時 間 の 把 握 ﹈

﹇ 「 時 間 外 ・ 休 日 労 働 協 定 （ 36 協 定 ） 」 の 周 知 を ﹈

　 使 用 者 が 法 定 労 働 時 間 （ 原 則 、 1 日 8 時 間 、 週 4
0 時 間 ） を

超 え て 時 間 外 労 働 を さ せ る 場 合 、 ま た は 休 日 労 働 を さ せ

る 場 合 に は 、 労 働 基 準 法 第 3
6 条 に 基 づ き 、 3
6 協 定 を 過 半 数

労 働 組 合 （ な い 場 合 に は 過 半 数 代 表 者 ） と 締 結 し 、 労 働 基

準 監 督 署 に 届 け 出 る こ と が 義 務 づ け ら れ て い ま す 。 労 働

者 に 対 し て 、 労 働 基 準 法 を 周 知 す る こ と は も と よ り 、 3
6 協

定 が 適 切 に 結 ば れ る よ う 過 半 数 代 表 者 （ 過 半 数 代 表 者 に

選 出 さ れ う る 労 働 者 ） に 対 し て も 、 周 知 等 を 行 う こ と が 重

要 で す 。 ま た 、 届 け 出 ら れ た 協 定 は 見 や す い 場 所 へ 掲 示 す

る な ど の 方 法 に よ り 、 労 働 者 に 周 知 す る こ と が 必 要 で す 。

　 使 用 者 は 労 働 基 準 法 及 び 労 働 安 全 衛 生 法 に よ り 、 労 働

者 の 労 働 時 間 を 適 切 に 管 理 し 、 労 働 時 間 の 状 況 を 適 正 に

把 握 す る 責 務 が あ り ま す 。 現 状 で は 割 増 賃 金 の 未 払 い や

過 重 な 長 時 間 労 働 と い っ た 問 題 な ど の 背 景 に 、 使 用 者 が

労 働 時 間 を 適 切 に 管 理 で き て い な い ケ ー ス も 見 ら れ ま す 。

「 労 働 時 間 適 正 把 握 ガ イ ド ラ イ ン 」 で

 詳 し く 解 説 し て い ま す 。 週 労 働 時 間 4
0 時 間 以 上 の 雇 用 者 の う ち 、 週 労 働 時 間 6
0 時

間 以 上 の 雇 用 者 の 割 合 を ５ ％ 以 下 と す る （ ２ ０ ２ ５ 年 ま で ）

関 連 す る 国 の 目 標

　 働 き 方 改 革 関 連 法 に よ り 、 時 間 外 労 働 の 上 限 規 制 が 、 大 企 業 に は

2 0 1 9 年 4 月 か ら 、 中 小 企 業 に は 2 0 2 0 年 4 月 か ら 適 用 さ れ

ま し た 。

　 時 間 外 労 働 の 上 限 は 、 原 則 と し て 、 月 4
5 時 間 、 年 3 6 0 時 間 と し 、

臨 時 的 な 特 別 の 事 情 が な け れ ば こ れ を 超 え る こ と が で き ま せ ん 。

　 ま た 、 長 時 間 労 働 を 削 減 す る た め に は 、 労 働 時 間 等 設 定 改 善 法 に

規 定 さ れ た 勤 務 間 イ ン タ ー バ ル 制 度 の 導 入 等 、 各 取 組 を 行 う こ と

が 効 果 的 で す 。

働 き す ぎ に よ る 健 康 障 害 を

防 止 す る た め に 必 要 な こ と は ？

　 過 重 労 働 に よ る 健 康 障 害 の 防 止 の た め に 、 時 間 外 ・ 休 日

労 働 時 間 の 削 減 、 労 働 者 の 健 康 管 理 に 係 る 措 置 の 徹 底 を

図 り ま し ょ う 。 労 働 者 の 必 要 な 睡 眠 時 間 を 確 保 し 、 生 活 習

慣 病 の 予 防 な ど の 健 康 づ く り に 取 り 組 む こ と も 重 要 で

す 。 ま た 、 裁 量 労 働 制 対 象 労 働 者 、 高 度 プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ

ル 制 度 対 象 労 働 者 や 管 理 監 督 者 に つ い て も 、 事 業 主 に 健

康 確 保 の 責 務 が あ る こ と か ら 、 労 働 安 全 衛 生 法 に 基 づ き 、

医 師 に よ る 面 接 指 導 等 の 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な り

ま せ ん 。

　 労 働 者 も 睡 眠 時 間 の 確 保 や 健 康 管 理 な ど を 意 識 し ま

し ょ う 。

事 業 主 は 労 働 者 の 健 康 づ く り に 向 け

積 極 的 に 支 援 す る こ と 、

労 働 者 は 自 ら の 健 康 管 理 に 努 め る こ と が 必 要 で す 。

﹇ 睡 眠 時 間 の 確 保 お よ び 健 康 づ く り を ﹈

　 若 年 労 働 者 、 高 年 齢 労 働 者 、 障 害 者 で あ る 労 働 者

な ど に つ い て は 、 心 身 と も に 充 実 し た 状 態 で 意 欲

と 能 力 が 発 揮 で き る よ う 、 事 業 主 は 、 各 々 の 特 性 に

応 じ た 過 重 労 働 防 止 の た め の 配 慮 を 行 う 必 要 が あ

り ま す 。

　 例 え ば 、 入 社 間 も な い 若 年 労 働 者 が 長 時 間 に 及

ぶ 時 間 外 労 働 を 強 い ら れ る こ と が な い よ う に 、

ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス の と れ た 働 き 方 の 促 進

や 、 メ ン タ ル ヘ ル ス 不 調 の 発 生 防 止 の た め の 対 策

な ど を 講 じ ま し ょ う 。

﹇ 若 年 労 働 者 な ど に も 配 慮 し た 対 策 を ﹈
高
年
齢
労
働
者
へ
の
取
り
組
み
は「
高
年
齢
労
働
者
の

安
全
衛
生
対
策
に
つ
い
て
」で
詳
し
く
解
説
し
て
い
ま
す
。
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事 業 主 の 取 組

労 働 者 の 取 組

事 業 主 の 取 組
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2 0 1 9 年 4 月 か ら 、 全 て の 企 業 に お い て 、 法 定 の 年 休 付 与

日 数 が 年 10 日 以 上 の 全 て の 労 働 者 に 対 し て 、 年 休 の 日 数 の

う ち 年 5 日 に つ い て は 、 使 用 者 が 時 季 を 指 定 し て 取 得 さ せ

る こ と が 義 務 づ け ら れ ま し た 。

働 き 方 は ど の よ う に

見 直 せ ば よ い で す か ？

﹇ ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス の と れ た

  働 き 方 が で き る 職 場 環 境 を ﹈

　 過 労 死 等 の 防 止 の た め に は 、 単 に 法 令 を 遵 守 す る だ け

で は な く 、 こ れ ま で の 働 き 方 を 改 め 、 仕 事 と 生 活 の 調 和

（ ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス ） の と れ た 働 き 方 が で き る 職

場 環 境 づ く り を 進 め る こ と が 必 要 で す 。 長 時 間 労 働 や 休

日 出 勤 、 休 暇 が 取 得 で き な い 状 態 が 続 く と 、 労 働 者 の 仕

事 へ の 意 欲 や 効 率 の 低 下 だ け で な く 、 健 康 状 態 や 精 神 状

態 の 悪 化 に も つ な が り ま す 。 仕 事 に や り が い ・ 充 実 感 を

得 な が ら 責 任 を 果 た す た め に は 、 適 切 な 労 働 時 間 で 効 率

的 に 働 き 、 し っ か り 休 暇 を 取 得 で き る 職 場 環 境 ・ 業 務 体

制 の 構 築 が 不 可 欠 で す 。

事 業 主 は ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス の と れ た

働 き 方 が で き る 職 場 環 境 づ く り を 推 進 し ま し ょ う 。

使 用 者 と 労 働 者 で 話 し 合 っ て

計 画 的 な 年 次 有 給 休 暇 の 取 得 な ど に 取 り 組 み ま し ょ う 。

関 連 す る 国 の 目 標

年 次 有 給 休 暇 の 取 得 率 を 7
0 ％ 以 上 と す る （ ２ ０ ２ ５ 年 ま で ）

　 年 次 有 給 休 暇 （ 年 休 ） は 、 法 律 で 定 め ら れ た 、 労 働 者 に 与 え

ら れ た 権 利 で す 。 労 働 基 準 法 に お い て ① 6 か 月 間 の 継 続 勤 務 

② 全 労 働 日 の 8 割 以 上 の 出 勤 の 条 件 を 満 た し た 労 働 者 （ パ ー ト ・

ア ル バ イ ト も 同 様 ） は 、 取 得 す る こ と が で き ま す 。 労 使 で 話 し

合 っ て 、 年 休 の 計 画 的 な 取 得 を 推 進 し ま し ょ う 。

2 0 1 9 年 4 月 か ら 、 勤 務 間 イ ン タ ー バ ル 制 度 の 導 入 が

事 業 主 の 努 力 義 務 に な り ま し た 。

勤 務 間 イ ン タ ー バ ル 制 度 と は ？

勤 務 間 イ ン タ ー バ ル 制 度 は 、 終 業 時 刻 か ら

翌 日 の 始 業 時 刻 ま で の 間 に 一 定 時 間 以 上 の

休 息 時 間 を 設 け る 制 度 で 、 働 く 人 の

生 活 時 間 や 睡 眠 時 間 を 確 保 し 、 健 康 な 生 活 を

送 る た め に 有 効 な も の で す 。 労 使 で 話 し 合 い 、

制 度 の 導 入 に 努 め ま し ょ う 。

従
業
員
の
健
康
の
維
持
・

向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

従
業
員
の
定
着
や

確
保
が
期
待
で
き
ま
す
。

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、事
業
主
、従
業
員
双
方
に
以
下
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

生
産
性
の
向
上
に

つ
な
が
る
り
ま
す
。

関 連 す る 国 の 目 標

勤 務 間 イ ン タ ー バ ル 制 度 に つ い て 、 労 働 者 数 3
0 人 以 上 の

企 業 の う ち 、

　
 
制 度 を 知 ら な か っ た 企 業 割 合 を 5 ％ 未 満 に 、

　 制 度 を 導 入 し て い る 企 業 割 合 を 1５ ％ 以 上 と す る （ ２ ０ ２ ５ 年 ま で ）

（
1
）

（
2
）

制 度 を 導 入 す る 中 小 企 業 へ の 助 成 金 が あ り ま す 。

勤 務 間 イ ン タ ー バ ル 制 度 の 導 入 ・ 運 用 す る 際 の

ポ イ ン ト 等 を と り ま と め た マ ニ ュ ア ル 、 導 入 事

例 が あ り ま す 。

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
導
入
が
も
た
ら
す
メ
リ
ッ
ト

導
入
・
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
、導
入
事
例
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

h
tt
p
s:
//
w
o
rk
-h
o
lid
ay
.m
h
lw
.g
o
.j
p
/i
n
te
rv
a
l/

d
o
w
n
lo
a
d
.h
tm
l

働
き
方
改
革
推
進
支
援
助
成
金

（
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
導
入
コ
ー
ス
）に
つ
い
て

h
tt
p
s:
//
w
w
w
.m
h
lw
.g
o
.j
p
/s
tf
/

se
is
a
ku
n
its
u
ite
/b
u
n
ya
/0
0
0
0
1
5
0
8
9
1
.h
tm
l

イ
ン
タ
ー
バ
ル
時
間
が
短
く
な
る
に
つ

れ
て
ス
ト
レ
ス
反
応
が
高
く
な
る
ほ
か
、

起
床
時
疲
労
感
が
残
る
こ
と
が
研
究
結

果
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。十
分

な
イ
ン
タ
ー
バ
ル
時
間
の
確
保
が
、従

業
員
の
健
康
の
維
持
・
向
上
に
つ
な
が

り
ま
す
。

労
働
力
人
口
が
減
少
す
る
な
か
、人
材

の
確
保
・
定
着
は
、重
要
な
経
営
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。十
分
な
イ
ン
タ
ー
バ
ル

時
間
の
確
保
に
よ
り
、ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
充
実
を
図
る
こ
と
は
、

職
場
環
境
の
改
善
等
の
魅
力
あ
る
職
場

づ
く
り
の
実
現
に
つ
な
が
り
、人
材
の
確

保
・
定
着
、さ
ら
に
は
、離
職
者
の
減
少

も
期
待
さ
れ
ま
す
。

十
分
な
イ
ン
タ
ー
バ
ル
時
間
の
確
保
は
、

仕
事
に
集
中
す
る
時
間
と
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
に
集
中
す
る
時
間
の
メ
リ
ハ
リ
を
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、仕
事
へ
の
集
中
度
が
高
ま

り
、製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
水
準
が
向

上
す
る
の
み
な
ら
ず
、生
産
性
の
向
上
に

も
期
待
で
き
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
1

メ
リ
ッ
ト
2

メ
リ
ッ
ト
3

事 業 主 の 取 組

労 働 者 の 取 組

事 業 主 の 取 組

労 働 者 の 取 組
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心 の 健 康 を 保 つ た め に

取 り 組 む べ き こ と は ？

　 仕 事 や 職 業 生 活 に 関 す る こ と で 強 い 不 安 、 悩 み 、 ス ト レ

ス を 感 じ て い る 労 働 者 の 割 合 は 、 8 割 を 超 え て い ま す 。

心 の 健 康 を 保 つ た め に は 労 働 者 自 身 が ス ト レ ス に 気

づ き 、 こ れ に 対 処 す る こ と が 必 要 で す 。

　 ま た 、 メ ン タ ル ヘ ル ス 不 調 等 の 場 合 、 職 場 の 上 司 ・ 同 僚

が 不 調 の サ イ ン に 気 づ き 、 必 要 に 応 じ て 専 門 家 等 に つ な

げ る こ と が 重 要 で す 。

　 そ の た め に は 、 事 業 主 が メ ン タ ル ヘ ル ス ケ ア の た め の

体 制 づ く り や 労 働 者 等 へ の 教 育 ・ 情 報 提 供 ・ 相 談 窓 口 の 設

置 を 計 画 的 に 実 施 す る こ と が 重 要 で す 。

　 毎 年 1 回 労 働 者 を 対 象 に ス ト レ ス の 程 度 に つ い て 検 査

（ ス ト レ ス チ ェ ッ ク ） を 実 施 し 、 高 ス ト レ ス 者 で 必 要 な 者

に 対 し て 医 師 に よ る 面 接 指 導 を 行 う こ と が 必 要 で す （ 労

働 者 数 5
0 人 未 満 の 事 業 場 は 努 力 義 務 ） 。

　 労 働 者 は ス ト レ ス チ ェ ッ ク 結 果 に よ り 、 自 身 の ス ト

レ ス 状 況 に 気 づ き 、 セ ル フ ケ ア に 努 め ま し ょ う 。 ま た 、 事

業 主 は 集 団 分 析 を も と に 職 場 改 善 に 取 り 組 み ま し ょ う 。

　

「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム（
無
料
）」

h
tt
p
s:
//
st
re
ss
ch
e
ck
.m
h
lw
.g
o
.j
p
/

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
企
業
向
け
の
相
談
窓
口

「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
」

0
5
7
0
-0
3
1
0
5
0（
平
日
1
0
時
～
1
7
時
 土
・
日
・
祝
日
、1
2
月
2
9
日
～
1
月
3
日
を
除
く
）

事 業 主 は メ ン タ ル ヘ ル ス 対 策 を 積 極 的 に 推 進 し 、

労 働 者 は ス ト レ ス チ ェ ッ ク に よ り 、 自 身 の ス ト レ ス の

状 況 に 気 づ き 、 セ ル フ ケ ア に 努 め ま し ょ う 。

﹇ ス ト レ ス チ ェ ッ ク の 実 施 を ﹈﹇ メ ン タ ル ヘ ル ス ケ ア が 重 要 ﹈

関 連 す る 国 の 目 標

● メ ン タ ル ヘ ル ス 対 策 に 取 り 組 む 事 業 場 の 割 合 を 8
0 ％

　 以 上 と す る （ ２ ０ ２ ７ 年 ま で ）

● 使 用 す る 労 働 者 数 　 人 未 満 の 小 規 模 事 業 場 に お け る

　 ス ト レ ス チ ェ ッ ク 実 施 の 割 合 を 　 ％ 以 上 と す る （ ２ ０ ２ ７ 年 ま で ） 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ
い
て
厚
生
労
働
省
H
P
で
詳
し
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

h
tt
p
s:
//
w
w
w
.m
h
lw
.g
o
.j
p
/s
tf
/s
e
is
a
ku
n
its
u
ite
/b
u
n
ya
/k
o
yo
u
_r
o
u
d
o
u
/

ko
yo
u
ki
n
to
u
/s
e
is
a
ku
0
6
/i
n
d
e
x.
h
tm
l

h
tt
p
s:
//
w
w
w
.n
o
-h
a
ra
ss
m
e
n
t.
m
h
lw
.g
o
.j
p
/

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
総
合
情
報
サ
イ
ト「
あ
か
る
い
職
場
応
援
団
」も

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
内
容
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
行
っ
て
は
な
ら
な

い
旨
の
方
針
を
明
確
化
し
、労
働
者
に
周
知
・
啓
発
す
る
こ
と

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
行
為
者
を
厳
正
に
対
処
す
る
旨
の
方
針
・

対
処
の
内
容
を
就
業
規
則
等
の
文
書
に
規
定
し
、労
働
者
に

周
知
・
啓
発
す
る
こ
と

① ②●
 事
業
主
の
方
針
の
明
確
化
及
び
そ
の
周
知
・
啓
発

相
談
窓
口
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
、労
働
者
に
周
知
す
る
こ
と

相
談
窓
口
対
応
者
が
、内
容
や
状
況
に
応
じ
適
切
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

③ ④●
 相
談（
苦
情
を
含
む
）に
応
じ
、

　
 適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備

事
実
関
係
を
迅
速
か
つ
正
確
に
確
認
す
る
こ
と

事
実
関
係
の
確
認
が
で
き
た
場
合
に
は
、速
や
か
に
被
害
者

に
対
す
る
配
慮
の
た
め
の
措
置
を
適
正
に
行
う
こ
と

事
実
関
係
の
確
認
が
で
き
た
場
合
に
は
、行
為
者
に
対
す
る

措
置
を
適
正
に
行
う
こ
と

再
発
防
止
に
向
け
た
取
組
を
講
ず
る
こ
と

⑤ ⑥ ⑦ ⑧●
 職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
事
後
の

　
 迅
速
か
つ
適
切
な
対
応

相
談
者
・
行
為
者
等
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
た
め
に

必
要
な
措
置
を
講
じ
、労
働
者
に
周
知
す
る
こ
と

事
業
主
に
相
談
し
た
こ
と
等
を
理
由
と
し
て
、解
雇
そ
の
他

不
利
益
な
取
扱
い
を
さ
れ
な
い
旨
を
定
め
、労
働
者
に
周

知
・
啓
発
す
る
こ
と

⑨ ⑩●
 併
せ
て
講
ず
べ
き
措
置

業
務
体
制
の
整
備
な
ど
、事
業
主
や
妊
娠
等
し
た
労
働
者
そ

の
他
の
労
働
者
の
実
情
に
応
じ
た
必
要
な
措
置
の
実
施

⑪●
 職
場
に
お
け
る
妊
娠
・
出
産
・
育
児
休
業
等
に

　
 関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
原
因
や
背
景
と
な
る

　
 要
因
を
解
消
す
る
た
め
の
措
置

職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

防
止
す
る
た
め
に
講
ず
べ
き
措
置

※
事
業
主
は
、こ
れ
ら
の
措
置
を
必
ず
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

事 業 主 は 、 予 防 か ら 再 発 防 止 に 至 る ま で の 一 連 の 防 止 対 策 に

取 り 組 み 、 職 場 の ハ ラ ス メ ン ト を 防 止 す る 必 要 が あ り ま す 。

労 働 者 と そ の 周 囲 の 方 は 、 ハ ラ ス メ ン ト に 気 づ い た ら

相 談 窓 口 へ 連 絡 し ま し ょ う 。

2 0 2 2 年 4 月 か ら 、 職 場 に お け る パ ワ ー ハ ラ ス メ ン ト 防 止 対 策 が

中 小 企 業 を 含 む 全 て の 企 業 の 義 務 と な り ま し た 。

職 場 の ハ ラ ス メ ン ト の

防 止 に 向 け て 取 り 組 む べ き こ と は ？

事 業 主 の 取 組

労 働 者 の 取 組

事 業 主 の 取 組

労 働 者 の 取 組

5
0

5
0
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労 働 者 が 過 労 死 等 の 危 険 を 感 じ た 場 合 に

備 え て 取 り 組 む べ き 対 策 は ？
▼ 相 談 窓 口 は 、 P 1
3 ・ P 1
4 へ

労 働 者 は 自 身 の 不 調 に 気 が つ い た ら 、

早 め に 周 囲 の 人 や 、 医 師 な ど の 専 門 家 に 相 談 し ま し ょ う 。

事 業 主 は 労 働 者 が 相 談 に 行 き や す い 環 境 づ く り が 必 要 で す 。

上 司 ・ 同 僚 等 も 労 働 者 の 不 調 の 兆 候 に 気 づ き 、 産 業 保 健 ス タ ッ フ 等 に

つ な ぐ こ と が で き る よ う に し て い く こ と が 重 要 で す 。

﹇ 相 談 し や す い 環 境 の 整 備 を ﹈

　 現 在 、 国 や 民 間 団 体 に よ り 相 談 窓 口 が 多 く 設 置 さ れ て い

ま す 。 事 業 主 は 、 事 業 場 に お い て 相 談 体 制 を 整 備 す る ほ か 、

こ う し た 窓 口 の 周 知 を 行 い ま し ょ う 。 ま た 、 職 場 に お い て

労 使 双 方 が 過 労 死 等 の 防 止 の た め の 対 策 の 重 要 性 を 認 識

し 、 労 働 者 が 過 重 労 働 や 心 理 的 負 荷 に よ る 自 ら の 身 体 面 、

精 神 面 の 不 調 に 気 づ く こ と が で き る よ う に し て い く と と

も に 、 上 司 、 同 僚 も 労 働 者 の 不 調 の 兆 候 に 気 づ き 、 産 業 保

健 ス タ ッ フ 等 に つ な ぐ こ と が で き る よ う に し て い く こ と

が 重 要 で す 。

　 さ ら に 、 職 場 以 外 に お い て は 、 家 族 ・ 友 人 等 も 過 労 死 等

の 防 止 の た め の 対 策 の 重 要 性 を 認 識 し 、 過 重 労 働 に よ る 労

働 者 の 不 調 に 気 づ き 、 相 談 に 行 く こ と を 勧 め る な ど 適 切 に

対 処 で き る よ う に す る こ と が 必 要 で す 。 労 働 者 も 自 身 の 不

調 に 気 が つ い た ら 、 た め ら わ ず に 周 囲 の 人 や 専 門 家 に 相 談

す る こ と を 心 が け ま し ょ う 。

関 連 す る 国 の 目 標

自 分 の 仕 事 や 職 業 生 活 に 関 す る こ と で 強 い 不 安 、

悩 み 又 は ス ト レ ス が あ る と す る 労 働 者 の 割 合 を

50 ％ 未 満 と す る （ ２ ０ ２ ７ 年 ま で ）

新 し い 働 き 方 を 導 入 す る 場 合 は

ど の よ う に 対 応 す べ き ？

テ レ ワ ー ク な ど の 新 し い 働 き 方 の 導 入 に あ た っ て は 、

企 業 も 労 働 者 も 安 心 し て 取 り 組 む こ と が で き る

環 境 を 整 備 す る こ と が 重 要 で す 。

﹇ テ レ ワ ー ク ﹈

　 テ レ ワ ー ク は 、 ウ ィ ズ コ ロ ナ ・

ポ ス ト コ ロ ナ の 「 新 た な 日 常 」

「 新 し い 生 活 様 式 」 に 対 応 し た 働

き 方 で あ り 、 業 務 効 率 化 に よ る 時

間 外 労 働 の 削 減 や 生 産 性 の 向 上

に 資 す る 等 、 労 使 と も に メ リ ッ ト

が あ り ま す 。

　 一 方 で 、「 仕 事 と 生 活 の 時 間 の 区

別 が 曖 昧 と な り 、 労 働 者 の 生 活 時

間 帯 の 確 保 に 支 障 が 生 じ る 」「 顔

を 合 わ せ る 機 会 が 減 り 、 心 身 の 不

調 に 気 づ き に く い 」 等 の 理 由 に よ

る 健 康 障 害 の お そ れ や 、 テ レ ワ ー

ク 時 の ハ ラ ス メ ン ト の 発 生 に つ

い て 留 意 す る 必 要 が あ り ま す 。

﹇ 副 業 ・ 兼 業 ﹈

　 労 働 者 が 自 身 の ス キ ル ア ッ プ

や 収 入 面 の 安 定 の 手 段 と し て 副

業 ・ 兼 業 を 行 う こ と は 、 企 業 に

と っ て も 優 秀 な 人 材 の 獲 得 ・ 流 出

防 止 等 の メ リ ッ ト が あ り ま す 。

　 副 業 ・ 兼 業 を 進 め る 上 で は 、 長

時 間 労 働 に よ っ て 労 働 者 の 健 康

が 阻 害 さ れ な い よ う 、 長 時 間 労

働 を 防 止 す る こ と や 健 康 確 保 を

図 る こ と が 重 要 で す 。 労 使 コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン を と り 、 必 要 な 措

置 を 講 じ る よ う に し ま し ょ う 。

　 労 使 双 方 で 十 分 に 話 し 合 い 、

良 質 な テ レ ワ ー ク 環 境 の 整 備 に

努 め ま し ょ う 。

﹇ フ リ ー ラ ン ス ﹈

　 フ リ ー ラ ン ス に つ い て は 、 多 様

な 働 き 方 の 拡 大 等 に よ り 、 社 会 保

障 の 支 え 手 ・ 働 き 手 の 増 加 な ど に

貢 献 す る こ と が 期 待 さ れ ま す 。

　 「 フ リ ー ラ ン ス と し て 安 心 し て

働 け る 環 境 を 整 備 す る た め の ガ

イ ド ラ イ ン 」 を 活 用 し 、 適 正 な 取 引

に 努 め ま し ょ う 。

　 ま た 、 フ リ ー ラ ン ス の 取 引 に

関 す る 新 し い 法 律 「 フ リ ー ラ ン

ス ・ 事 業 者 間 取 引 適 正 化 等 法 」 が

2 0 2 3 年　　　　 に 公 布 さ れ

ま し た 。 2 0 2 4 年 秋 頃 ま で に

施 行 予 定 で す 。 詳 し い 情 報 は 、 厚

生 労 働 省 H P を ご 確 認 く だ さ い 。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
適
切
な
導
入

及
び
実
施
の
推
進
の
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

【
事
業
者
用
】テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う
労
働
者
の

安
全
衛
生
を
確
保
す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

【
労
働
者
用
】自
宅
等
に
お
い
て
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う

際
の
作
業
環
境
を
確
認
す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト副
業
・
兼
業
の
促
進
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

事 業 主 の 取 組

労 働 者 の 取 組

事 業 主 の 取 組

労 働 者 の 取 組

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
や
新
し
い
法
律
に
つ

い
て
は
厚
生
労
働
省
H
P
へ

5 月 12 日
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労
働
者
の
疲
労
蓄
積
度
自
己
診
断
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

1.
最
近
1か
月
間
の
自
覚
症
状

1.
 イ
ラ
イ
ラ
す
る
 

2
. 
不
安
だ
 

3
. 
落
ち
着
か
な
い
 

4
. 
ゆ
う
う
つ
だ
 

5
. 
よ
く
眠
れ
な
い
 

6
．体
の
調
子
が
悪
い
 

7.
 物
事
に
集
中
で
き
な
い
 

8
. 
す
る
こ
と
に
間
違
い
が
多
い
 

9
. 
仕
事
中
、強
い
眠
気
に
襲
わ
れ
る
 

1
0
. や
る
気
が
出
な
い
 

11
. 
へ
と
へ
と
だ
（
運
動
後
を
除
く
）※
1

12
. 
朝
、起
き
た
時
、ぐ
っ
た
り
し
た
疲
れ
を
感
じ
る
 

13
. 以
前
と
く
ら
べ
て
、疲
れ
や
す
い

14
. 食
欲
が
な
い
と
感
じ
る

□
 ほ
と
ん
ど
な
い
（
０
）

□
 ほ
と
ん
ど
な
い
（
０
）

□
 ほ
と
ん
ど
な
い
（
０
）

□
 ほ
と
ん
ど
な
い
（
０
） 

□
 ほ
と
ん
ど
な
い
（
０
） 

□
 ほ
と
ん
ど
な
い
（
０
） 

□
 ほ
と
ん
ど
な
い
（
０
） 

□
 ほ
と
ん
ど
な
い
（
０
）

□
 ほ
と
ん
ど
な
い
（
０
） 

□
 ほ
と
ん
ど
な
い
（
０
） 

□
 ほ
と
ん
ど
な
い
（
０
） 

□
 ほ
と
ん
ど
な
い
（
０
）

□
 ほ
と
ん
ど
な
い
（
０
）

□
 ほ
と
ん
ど
な
い
（
０
） 
 

□
 時
々
あ
る
（
１
） 

□
 時
々
あ
る
（
１
） 

□
 時
々
あ
る
（
１
） 

□
 時
々
あ
る
（
１
） 

□
 時
々
あ
る
（
１
） 

□
 時
々
あ
る
（
１
） 

□
 時
々
あ
る
（
１
） 

□
 時
々
あ
る
（
１
） 

□
 時
々
あ
る
（
１
） 

□
 時
々
あ
る
（
１
） 

□
 時
々
あ
る
（
１
） 

□
 時
々
あ
る
（
１
） 

□
 時
々
あ
る
（
１
）

□
 時
々
あ
る
（
１
） 
 

□
 よ
く
あ
る
（
３
）

□
 よ
く
あ
る
（
３
）

□
 よ
く
あ
る
（
３
）

□
 よ
く
あ
る
（
３
）

□
 よ
く
あ
る
（
３
）

□
 よ
く
あ
る
（
３
）

□
 よ
く
あ
る
（
３
）

□
 よ
く
あ
る
（
３
）

□
 よ
く
あ
る
（
３
）

□
 よ
く
あ
る
（
３
）

□
 よ
く
あ
る
（
３
）

□
 よ
く
あ
る
（
３
）

□
 よ
く
あ
る
（
３
）

□
 よ
く
あ
る
（
３
）

【
自
覚
症
状
の
評
価
】 
各
々
の
答
え
の（
 　
）内
の
数
字
を
全
て
加
算
し
て
く
だ
さ
い
。 

合
計
　
　
　
　
　
　
点

Ⅰ
0
～
2
点

3
～
7点

8
～
14
点

15
点
以
上

Ⅱ
Ⅲ

Ⅳ

こ
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、労
働
者
の
疲
労
蓄
積
を
、

自
覚
症
状
と
勤
務
の
状
況
か
ら
判
定
す
る
も
の
で
す
。

疲
労
が
蓄
積
す
る
と
心
身
の
健
康
状
態
の
低
下
を
招
き
、健
康
障
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

下
記
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し
て
、あ
な
た
の
仕
事
に
よ
る
疲
労
蓄
積
度
を
把
握
し
、改
善
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

※
2：
深
夜
勤
務
の
頻
度
や
時
間
数
な
ど
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
て
下
さ
い
。深
夜
勤
務
は
、深
夜
時
間
帯（
午
後
1
0
時
－
午
前
5
時
）の
一
部
ま
た
は
全
部
を
含
む
勤
務
を
言
い
ま
す
。

※
3：
肉
体
的
作
業
や
寒
冷
・
暑
熱
作
業
な
ど
の
身
体
的
な
面
で
の
負
担
　
※
4：
こ
れ
を
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
と
い
い
ま
す
。

※
1：
へ
と
へ
と
：
非
常
に
疲
れ
て
体
に
力
が
な
く
な
っ
た
さ
ま

【
勤
務
の
状
況
の
評
価
】 
各
々
の
答
え
の（
  
）内
の
数
字
を
全
て
加
算
し
て
く
だ
さ
い
。

A
0
点

1～
5
点

6
～
11
点

12
点
以
上

B
C

D

1.
 １
か
月
の
労
働
時
間
（
時
間
外
・
休
日
労
働
時
間
を
含
む
）

2
. 
不
規
則
な
勤
務
（
予
定
の
変
更
、突
然
の
仕
事
）

3
. 
出
張
に
伴
う
負
担
（
頻
度
・
拘
束
時
間
・
時
差
な
ど
）

4
. 
深
夜
勤
務
に
伴
う
負
担
※
2

5
. 
休
憩
・
仮
眠
の
時
間
数
及
び
施
設
 

6
. 
仕
事
に
つ
い
て
の
身
体
的
負
担
※
3
 

7.
 仕
事
に
つ
い
て
の
精
神
的
負
担

8
. 
職
場
・
顧
客
等
の
人
間
関
係
に
よ
る
負
担

9
. 
時
間
内
に
処
理
し
き
れ
な
い
仕
事

1
0
. 
自
分
の
ペ
ー
ス
で
で
き
な
い
仕
事

11
. 
勤
務
時
間
外
で
も
仕
事
の
こ
と
が
気
に
か
か
っ
て
仕
方
な
い

12
. 
勤
務
日
の
睡
眠
時
間

13
. 
終
業
時
刻
か
ら
次
の
始
業
時
刻
の
間
に
あ
る
休
息
時
間
※
4

□
 多
い
 （
１
）

□
 多
い
 （
１
） 

□
 大
き
い
 （
１
） 

□
 大
き
い
 （
１
）

□
 不
適
切
で
あ
る
（
１
） 

□
 大
き
い
 （
１
）

□
 大
き
い
 （
１
）

□
 大
き
い
 （
１
）

□
 多
い
 （
１
）

□
 多
い
 （
１
）

□
 時
々
あ
る
 （
１
）

□
 や
や
足
り
な
い
 （
１
）

□
 や
や
足
り
な
い
 （
１
）

□
 非
常
に
多
い
（
３
）

□
 非
常
に
大
き
い
（
３
）

□
 非
常
に
大
き
い
（
３
）

□
 非
常
に
大
き
い
（
３
）

□
 非
常
に
大
き
い
（
３
）

□
 非
常
に
多
い
（
３
）

□
 非
常
に
多
い
（
３
）

□
 よ
く
あ
る
（
３
）

□
 足
り
な
い
（
３
）

□
 足
り
な
い
（
３
）

－ － －

□
 な
い
又
は
適
当
（
０
）

□
 少
な
い
 （
０
）

□
 な
い
又
は
小
さ
い
（
０
）

□
 な
い
又
は
小
さ
い
（
０
）

□
 適
切
で
あ
る
（
０
）

□
 小
さ
い
 （
０
）

□
 小
さ
い
 （
０
）

□
 小
さ
い
 （
０
）

□
 少
な
い
 （
０
）

□
 少
な
い
 （
０
）

□
 ほ
と
ん
ど
な
い
 （
０
）

□
 十
分
 （
０
）

□
 十
分
 （
０
）

合
計
　
　
　
　
　
　
点

記
入
年
月
日
　
　
　
　
 年
　
　
　
月
 　
　
　
日

2
.最
近
1か
月
間
の
勤
務
の
状
況

疲
労
蓄
積
予
防
の
た
め
の
対
策

1.
2
の
結
果
を
次
の
表
を
用
い
、自
覚
症
状
、勤
務
の
状
況
の
評
価
か
ら
、

あ
な
た
の
疲
労
蓄
積
度
の
点
数（
０
～
７
）を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

【
仕
事
に
よ
る
負
担
度
点
数
表
】

点（
０
～
７
）

※
 糖
尿
病
、高
血
圧
症
等
の
疾
患
が
あ
る
方
の
場
合
は
判
定
が
正
し
く
行
わ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
あ
な
た
の
疲
労
蓄
積
度
は
い
か
が
で
し
た
か
？
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
は
、健
康
障
害
防
止
の
視
点
か
ら
、こ
れ
ま
で
の
医
学
研
究
の

結
果
な
ど
に
基
づ
い
て
、疲
労
蓄
積
度
が
判
定
で
き
ま
す
。疲
労
蓄
積
度
の
点
数
が
２
～
７
の
人
は
、疲
労
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
、チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
２
に
掲
載
さ
れ
て
い
る“
勤
務
の
状
況
”の
項
目（
点
数
が
１
ま
た
は
３
で
あ
る
項
目
） の
改
善
が
必
要
で
す
。個
人

の
裁
量
で
改
善
可
能
な
項
目
に
つ
い
て
は
、自
分
で
そ
れ
ら
の
項
目
の
改
善
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。個
人
の
裁
量
で
改
善
不
可
能
な
項
目

に
つ
い
て
は
、勤
務
の
状
況
を
改
善
す
る
よ
う
上
司
や
産
業
医
等
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、仕
事
以
外
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
原
因

が
あ
っ
て
自
覚
症
状
が
多
い
場
合
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、睡
眠
や
休
養
な
ど
を
見
直
す
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。疲
労
を
蓄
積
さ

せ
な
い
た
め
に
は
、負
担
を
減
ら
し
、一
方
で
睡
眠
・
休
養
を
し
っ
か
り
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。労
働
時
間
の
短
縮
は
、仕
事
に
よ
る

負
担
を
減
ら
す
と
同
時
に
、睡
眠
・
休
養
が
取
り
や
す
く
な
る
こ
と
か
ら
、効
果
的
な
疲
労
蓄
積
の
予
防
法
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。あ
な
た
の
時
間
外
・
休
日
労
働
時
間
が
月
4
5
時
間
を
超
え
て
い
れ
ば
、是
非
、労
働
時
間
の
短
縮
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

低
い
と
考
え
ら
れ
る

や
や
高
い
と
考
え
ら
れ
る

高
い
と
考
え
ら
れ
る

非
常
に
高
い
と
考
え
ら
れ
る

疲
労
蓄
積
度

点
　
数

勤
務
の
状
況

判 　 定
自 覚 症 状

0
～
1

2
～
3

4
～
5

6
～
7

A 0 0 0 1

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

B 0 1 2 3

C 2 3 4 5

D 4 5 6 7

あ
な
た
の
疲
労
蓄
積
度
の
点
数
は

各
質
問
に
対
し
、最
も
当
て
は
ま
る
項
目
の
□
に
　
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

各
質
問
に
対
し
、最
も
当
て
は
ま
る
項
目
の
□
に
　
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

総
合
判
定
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労
働
条
件
等
に
関
す
る
ご
相
談
は
・・
・

お
近
く
の
都
道
府
県
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課
、労
働
基
準
監
督
署
、

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
開
庁
時
間
  
平
日
8：
3
0
～
17
：
15
）

●
確
か
め
よ
う
労
働
条
件（
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
）

●
労
働
条
件
相
談
ほ
っ
と
ラ
イ
ン（
電
話
相
談
）

ht
tp
s:
//
w
w
w
.c
he
ck
-r
o
u
d
o
u.
m
hl
w
.g
o.
jp
/

労
働
条
件
や
労
務
管
理
に
関
す
る
Q
&
A
を
、労
働
者
や
そ
の
ご
家
族
向
け
、

事
業
主
や
人
事
労
務
担
当
者
向
け
に
そ
の
内
容
を
分
け
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
働
き
方
・
休
み
方
改
善
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

ht
tp
s:
//
w
o
rk
-h
o
lid
ay
.m
hl
w
.g
o.
jp
/

企
業
や
社
員
が「
働
き
方
」や
「
休
み
方
」を
自
己
診
断
す
る
こ
と
で
、

自
ら
の「
働
き
方
」や
「
休
み
方
」を
「
見
え
る
化
」し
、改
善
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
ら
れ
る
サ
イ
ト
で
す
。

労
働
条
件
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。 
日
本
語
の
他
、1
3
言
語
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

0
1
2
0
- 8
11
- 6
1
0
　
平
日
 1
7：
0
0
～
2
2：
0
0
／
土
・
日
・
祝
日
 9
：
0
0
～
2
1：
0
0（
12
/2
9
～
1
/3
を
除
く
）

ht
tp
:/
/w
w
w
.m
hl
w
.g
o.
jp
/g
en
er
al
/s
ei
d
o
/c
hi
ho
u
/k
ai
ke
tu
/s
o
u
d
an
.h
tm
l

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
相
談
は
こ
ち
ら
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
ご
相
談
は
・・
・

●
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
ご
案
内

ht
tp
s:
//
w
w
w
.m
hl
w
.g
o.
jp
/c
o
nt
en
t/
0
0
0
17
7
5
8
1.
p
d
f

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
相
談
は
こ
ち
ら
。

●
都
道
府
県
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
部（
室
）一
覧

ht
tp
s:
//
w
w
w
.n
o
-h
ar
as
sm
en
t.
m
hl
w
.g
o.
jp
/

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
役
立
つ
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
あ
か
る
い
職
場
応
援
団（
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
）

◎
労
働
条
件
や
健
康
管
理
に
関
す
る
相
談
窓
口
等
一
覧

●
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

ht
tp
s:
//
w
w
w
.jo
ha
s.
g
o.
jp
/s
hi
se
ts
u
/t
ab
id
/5
7
8
/D
ef
au
lt.
as
px

全
国
で
、事
業
者
、産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ（
産
業
医
、衛
生
管
理
者
な
ど
）に
向
け
た
、健
康
管
理
や

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
た
め
の
個
別
訪
問
支
援
や
専
門
的
な
相
談
な
ど
の
対
応
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
へ
の
研
修
や
、事
業
者
・
労
働
者
向
け
の
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
こ
こ
ろ
の
耳
電
話
相
談
、メ
ー
ル
相
談
、S
N
S
相
談

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
や
過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

職
場
に
お
け
る
健
康
管
理
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
関
す
る
ご
相
談
は
・・
・

●
こ
こ
ろ
の
耳（
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
）

h
tt
p
s:
//
ko
ko
ro
.m
h
lw
.g
o
.j
p
/

こ
こ
ろ
の
不
調
や
不
安
に
悩
む
働
く
方
、職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
取
り
組
む
事
業
者
の
方
を
は
じ
め
、

ご
家
族
の
方
、部
下
を
持
つ
方
、支
援
者
の
方
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
に
役
立
つ
情
報
や
コ
ン
テ
ン
ツ
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
ま
も
ろ
う
よ
こ
こ
ろ

h
tt
p
s:
//
w
w
w
.m
h
lw
.g
o
.j
p
/m
am
o
ro
u
yo
ko
ko
ro
/

も
し
も
あ
な
た
が
悩
み
や
不
安
を
抱
え
て
困
っ
て
い
る
と
き
に
は
、

気
軽
に
相
談
で
き
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。 
匿
名
で
も
大
丈
夫
で
す
。電
話
で
も
S
N
S
で
も
大
丈
夫
で
す
。

働
き
方
・
休
み
方
の
見
直
し
に
関
す
る
取
組
支
援
を
希
望
す
る
場
合
は
・・
・

●
働
き
方
・
休
み
方
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

ht
tp
s:
//
w
w
w
.m
hl
w
.g
o.
jp
/c
o
nt
en
t/
0
0
0
17
7
5
8
1.
p
d
f

労
働
時
間
、休
暇
・
休
日
な
ど
に
関
す
る
ご
相
談
に
対
し
、電
話
の
ほ
か
、個
別
訪
問
に
よ
り
、改
善
に
向
け
た

ア
ド
バ
イ
ス
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

お
近
く
の
都
道
府
県
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
部（
室
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
全
国
セ
ン
タ
ー

ht
tp
s:
//
ka
ro
sh
i-
b
o
us
hi
.n
et
/

●
全
国
過
労
死
を
考
え
る
家
族
の
会

ht
tp
s:
//
ka
ro
sh
i-
ka
zo
ku
.n
et
/

●
過
労
死
弁
護
団
全
国
連
絡
会
議（
過
労
死
11
0
番
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

ht
tp
s:
//
ka
ro
sh
i.j
p/

◎
過
労
死
の
防
止
の
た
め
の
活
動
を
行
う
民
間
団
体
の
相
談
窓
口

●
厚
生
労
働
省
 過
労
死
等
防
止
対
策

◎
国
に
よ
る
過
労
死
等
防
止
の
た
め
の
取
り
組
み

“
L
ab
o
ur
 S
ta
nd
ar
d
s 
A
d
vi
ce
 H
ot
lin
e”
 F
o
re
ig
n 
la
ng
u
ag
e 
su
p
p
o
rt
 is
 a
ls
o
 a
va
ila
b
le
.

電
話
相
談

メ
ー
ル
相
談

S
N
S
相
談

月
・
火
 1
7：
0
0
～
2
2：
0
0
／
土
・
日
 1
0：
0
0
～
1
6：
0
0（
祝
日
及
び
年
末
年
始
を
除
く
）

2
4
時
間
受
付
　

0
12
0
- 5
6
5
- 4
5
5
 月
・
火
 1
7：
0
0
～
2
2：
0
0
／
土
・
日
 1
0：
0
0
～
1
6：
0
0（
祝
日
及
び
年
末
年
始
を
除
く
）

ht
tp
s:
//
w
w
w
.m
hl
w
.g
o.
jp
/s
tf
/s
ei
sa
ku
ni
ts
ui
te
/b
un
ya
/0
0
0
0
0
5
3
7
2
5
.h
tm
l
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